
 

 

 

2024年度 

創発的研究支援事業 年次報告書【公開版】 

 

 

研究成果の概要 

まず非自由な曲線をパラメータライズする軌跡の構造定理を証明した論文を Brian Lehmann 及び Eric 

Riedl と完成させることができた. 我々が証明した Grauer—Mulich の定理の一般化を応用したものに

なっている.この論文はいろいろな応用が期待できるほどに一般の形で解決することができ今後の発展

が期待される.現在論文の方は代数幾何学分野でトップレベルの学術雑誌で査読中であり, 論文の改訂

もすでに依頼されている. さらに Fano多様体上の Gromov—Witten不変量の数え上げ性の問題に関する

論文は国際的なジャーナルである Forum of Mathematics, Sigma より出版された. また非自由な曲線

のモジュライ空間の構造定理を証明した論文は Osaka Journal of Mathematics より出版された. さら

に本研究プロジェクトの本題の一つである幾何的 Manin 予想の一部を複素数体上完全解決した論文は

影響力のあるアメリカ数学会の雑誌 Memoirs of the American Mathematical Societyに掲載受理とな

った.  

 

また本研究プロジェクトの本題である有理曲線のホモロジカル安定性及び有限体上の Manin 予想に関

する研究はかなり目的の定理に近づくことができた. 特に次数 4の del Pezzo 曲面について問題をか

なり強い形で解決できる見通しがたった. 代数幾何学、数論幾何学、代数的トポロジー、解析数論とい

う 4つの数学分野を組み合わせた証明になっており, 自身としても今まで最高の出来と自負している. 

2025年度中に複数の論文をこのテーマで書き上げていく. 

 

さらに Campana 有理連結性とセクションの弱近似を関連づける論文を Qile Chen 及び Brian Lehmann

と書き上げた. 対数幾何学を道具として使っており, 対数幾何学の新たな数論的な応用を見つけるこ

とができた. 現在国際的な学術雑誌に投稿中である.今後は Fano 軌道体が Campana 連結性を満たすと

する Campana 予想や Campana セクションの場合の幾何的 Manin 予想を考察していく.さらに中間

Jacobianを同変双有理幾何学に応用した論文は無事 Kyoto Journal of Mathematicsに掲載受理となっ

た. 
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